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4.01 学修支援システムDUETの活用4.01 学修支援システムDUETの活用

０1 学修支援システムDUETの活用

利用方法
インターネットが利用できる環境であれば、学内・学外を問わず、どこからでもご利用が可能です。

利用時間
授業評価アンケートはAM2:00〜AM7:00（登録期間は〜AM10:00）の間ご利用いただけません。
その他の機能は24時間ご利用が可能です。
システムメンテナンスなどで、ご利用いただけない際にはシステムインフォメーションでお知らせします。

ユーザ認証

本学ホームページの教職員向けページ（http://www.doshisha.ac.jp/staff/）より、                　　　　　 あるいは
    　　　　　　　　　 のバナーをクリックして、Webシングルサインオンサービスに遷移し、パスワード認証、マトリクス

認証、ICカード認証のいずれかからログインしてください。
（採点機能をご利用の場合、ICカード認証あるいはマトリクス認証が必須となります。）

DUETの概要　　

DUET（教員版）の機能紹介

学修支援システム（DUET）は、学生の学修活動に必要な授業情報や研究者情報を学生個人の登録履修情報にリンクさせて、効
率的、効果的に伝えることを目的としたシステムです。
DUETを活用することで、学生の学修プロセスに、自然にPDCAサイクルが形成され、各授業の学修活動が促進されることに
なります。DUETは、Plan（履修計画策定と登録）、Do（学修活動と学期末試験受験）、Check（成績・学修成果の確認と分析）、 
Act（次期履修計画の検討と実行）の各プロセスでより充実した学修を支援するための機能を有しています。
教員のみなさまには、出席簿ファイルのダウンロードや、受講者とメッセージのやりとりができるクラス・コミュニケーショ
ン機能、受講生同士の交流を促進する掲示板機能、定期試験実施要領問い合わせ、採点、アンケート機能などを提供し、学生との
より深い連携を支援しています。ぜひ、DUETを授業でご活用ください。

●授業画面	  
・出席簿ダウンロード� ・授業掲示板
・FAQ

●ホーム画面

●授業評価アンケート ●採点●試験実施要領 ●授業講評

●クラス・コミュニケーション
受講者にメッセージを送ることができます。
※ �「ホーム画面」では未読のメッセージが最新から順番に5通表示されます。

●各種マニュアル・利用上の注意　
詳細な利用方法についてはこちらをご
参照ください。

PLAN
履修科目の検討・登録をスムーズに行える機能を提供
●Webシラバスとの連携で履修科目の検討を支援
●シラバス情報を活用して授業概要、授業計画の確認
●個人別のカリキュラム表確認
●履修科目の登録

履修計画の策定と登録
クラス・コミュニケーション機能などを活用して
効率的・効果的に学修活動を支援
●時間割の表示	 ●授業掲示板の閲覧・投稿
●休講情報、試験情報の表示	 ●Myリンク機能
●授業担当者からのお知らせ閲覧	 ●スケジュールの管理
●事務室からのお知らせ閲覧

DO
学修活動と学期末試験受験

ACT
次期履修計画検討と実行

成績評価結果公表などで学修の振り返りを行い、
次年度の履修計画を検討
●授業評価アンケートの回答	 ●授業講評の閲覧
●成績確認	 ●評点の分布や平均点の閲覧

CHECK
成績･学修成果の確認・分析

授業画面
「授業画面」では、過去に作成したメッセージの一覧、および授業掲示板のテーマの一覧が表示されます。

出席簿ダウンロード
各学期の登録期間後、DUETから出席簿をダウンロードすることができます。PDF形式でダウンロードされたものをプリン
トアウトすると、そのままA4サイズの出席簿としてご利用いただけます。また、CSV形式のデータをダウンロードすると、
Microsoft Excelなどのデータとして成績管理などでご活用いただけます。

クラス・コミュニケーション
担当科目の受講者にメッセージを送ることができます。受講者への連絡のほか、添付ファイルを利用したレジュメの配付、受講
者からの回答に添付ファイルを要求することでレポートの収集などにご利用いただけます。

授業掲示板
Web上で、ディスカッションテーマを提示し、受講生による議論を展開することができます。複数のテーマを設定し、グループ
ごとにテーマを割当て、成果物を作成するようなグループワークなどにご利用いただけます。掲示板テーマ内で、学生ごと、グ
ループごとの抽出により、議論を整理したり、最新の成果を確認したりすることができます。
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4.01 学修支援システムDUETの活用

０2 e-classの活用
本学のe-learning環境についてご紹介します。

https://eclass.doshisha.ac.jp/
e-learningとは、教室で講義を受ける学習だけではなく、さらにパソコンとネットワークを利用
することで、時間や場所の制約を受けずに学習することができる教育形態です。
本学では、インターネットを介して科目担当教員と受講生を双方向で結び、より効果的な学習環
境を提供できるよう、e-learningの基盤環境となるLMS（Learning Management System）
を用意し、「e-class」と呼称しています。
e-classには以下のような機能があります。

e-classの概要　　

●科目担当教員から受講生への教材・資料などの提示
●テスト/レポート/アンケートの提出や成績評価の確認
●掲示板などを用いた受講生と教員とのコミュニケーション

4.02 e-classの活用

Column
機種依存文字について
特定の環境上でしか正しく表示されない文字
を機種依存文字といいます。OSやコンピュー
タごとに違う文字が定義されている場合があ
り、この文字コードを含む文章を作成すると、
パソコンの利用環境によっては異なる文字が
表示されます。そのため、「意図したとおりの表
示がされない」「文字化けを起こす」「データが
壊れる」などの障害が発生する場合がありま
す。
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「FAQ管理画面」では、過去に作成したFAQの一覧が表示されます。
また、FAQのダウンロードやアップロードを行うことができます。

①新しいFAQを作成するには、『FAQの作成』ボタンをクリッ
クしてください。

②FAQの修正や削除を行うには、『編集／削除』をクリックし
てください。

③作成したFAQを確認するには、『FAQ画面の確認』ボタンを
クリックしてください。学生に公開される「授業FAQ画面」
のイメージが表示されます。

④『サンプルCSVはこちら』をクリックすると、アップロード
するCSVファイルのサンプルがダウンロードできます。各
項目の説明、および記述方法につきましてはサンプルCSV
ファイルを参照してください。

⑤FAQアップロードを行うには、『参照』ボタンをクリックし
てアップロードするCSVファイルを選択し、『アップロー
ド』ボタンをクリックしてください。

⑥『ダウンロード』ボタンをクリックすると、入力した科目
コードのFAQの一覧がCSV形式でダウンロードされます。

● FAQの作成画面
「FAQの作成画面」では、新しいFAQを作成します。
各項目を入力してください。

①「FAQ管理画面」のFAQ一覧には質問欄に記述した内容の
先頭から30文字が表示されます。

②必要項目を記入し、『作成』ボタンをクリックすると、FAQが
作成され、学生に公開されます。

※外字・機種依存文字・特殊文字は正しく表示されないことがあるの
で使用しないでください。→P91コラム参照

● FAQ管理画面

※ダウンロード
できるFAQは
自分の担当ク
ラスのみです。

全角250文字
（半角文字可）
以内で入力し
てください。

全角500文字
（半角文字可）
以内で入力し
てください。

⑤

③

④

②

②

①

①

⑥

FAQを作成する

「FAQの編集画面」では、学生に公開するFAQの修正
や削除を行います。

①『公開停止』をチェックすると、編集データを保持したま
ま、学生への公開を一時停止します。

②FAQの修正を行い、『修正』ボタンをクリックすると、修正
内容が反映されます。

※外字・機種依存文字・特殊文字は正しく表示されないことがあるの
で使用しないでください。→P91コラム参照

③『削除』ボタンをクリックするとFAQは削除されます。

● FAQの編集画面

③②

①

「FAQ管理画面」から『アップロード』ボタンをクリッ
クすると「アップロードの確認画面」が表示され、アッ
プロードされたFAQの一覧が表示されます。

①�アップロードされたFAQの内容を確認し、『登録』ボタンを
クリックすると、FAQが作成され、学生に公開されます。

※『登録』ボタンをクリックし登録すると、すでに登録済みのFAQは上
書きされます。

●アップロード確認画面

FAQを編集・削除する

FAQをアップロードする

①

機種依存文字について

特定の環境上でしか正しく表示されない文
字を機種依存文字といいます。OSやコン
ピュータごとに違う文字が定義されている
場合があり、この文字コードを含む文章を
作成すると、パソコンの利用環境によって
は異なる文字が表示されます。そのため、「意
図したとおりの表示がされない」「文字化け
を起こす」「データが壊れる」などの障害が
発生する場合があります。

FAQ

受講上の注意やよくある質問と回答を、受講者に提示し、注意を喚起することができます。統一の書式でダウン
ロード、アップロードができます。例えば、複数クラスの科目に対して、コーディネイターが作成したFAQのファ
イルを各担当者に配付し、全クラスにアップロードすることによって、文言や内容を統一することができます。

FAQ
受講上の注意やよくある質問と回答を、受講者に提示し、注意を喚起することができます。統一の書式でダウンロード、アップ
ロードができます。たとえば、複数クラスの科目に対して、コーディネイターが作成したFAQのファイルを各担当者に配付し、
全クラスにアップロードすることによって、文言や内容を統一することができます。

試験実施要領
試験実施の準備や学生に対する試験情報の掲示の作成を行うために、科目の設置学部・研究科からの問い合わせや依頼に基づ
いて、定期試験の実施要領の入力をお願いします。春学期、秋学期ともおよそ試験開始1ヶ月〜2ヶ月前に、DUETを利用して試
験実施要領を入力することができます。

採　点
担当科目の成績評価はDUETで入力をお願いします。Web上で個別入力ができるほか、ダウンロードしたデータをMicrosoft 
Excelなどで開いて成績評価を追記し、一括してデータをアップロードすることが可能です。また、採点結果をダウンロードす
ることができ、手元資料として参照することができます。

学生による授業評価アンケート
DUETから「学生による授業評価アンケート調査」を行うことができます。時間や場所の制約を受けずに学生が回答を行えると
同時に、授業時間を費やすことなくアンケート調査を実施することができ、また、集計結果は期間終了後すぐに確認すること
ができるといったメリットがあります。「学生による授業評価アンケート調査」のような定期アンケートのほか、担当科目にて
随時アンケートを実施することも可能で、このシステムを利用することで、授業期間内に学生からの意見を収集し、速やかな
フィードバックが可能となります。

科目担当者による授業講評
科目担当者が期末試験やレポート試験結果および「学生による授業評価アンケート調査」を含めた授業関連活動全般に関する
講評をWeb上で公開するシステムです。授業担当者は担当科目について、期限内に講評を入稿する必要があります。

e-classの起動、ログイン方法をご説明します。

e-classの起動方法

Webシングルサインオンサービスへのログイン
Webシングルサインオンサービスにログインしてください。
〈情報教室などから利用する場合〉
	� デスクトップ上のSSOアイコンをダブルクリック

します。
〈情報教室以外から利用する場合〉
	 ●�同志社大学ホームページからアクセス

 　
	� 在学生のページにあるバナーをクリックします。

	 ●�URLを直接指定してアクセス
	� ブラウザを起動し、URLにhttps://sso.doshisha.ac.jp/と指定します。

e-classの起動
サービス一覧から[e-class]を選択してください。
〈PCで利用する場合〉

 

　［e-class（PC版）］をクリックします。

〈スマートフォンで利用する場合〉

 

　［e-class（スマホ版）］をクリックします。
　�学生がスマートフォンでログインした場合の

画面を確認することができます。
　�教材管理など、管理者としての機能を使用する場合は、PC版をお使いください。

e-class利用のための
専用IDをお持ちの方

https://eclass.doshisha.ac.jp/
にアクセスし、[その他の方
Login]よりログインしてく
ださい。

動作環境

e-classを利用するために
必要な動作環境については、
e-classのマニュアルに掲
載しています。

画面切替え

e-classの画面内でも、PC
版からスマホ版、スマホ版か
らPC版への画面表示切替え
が可能です。

Webシングルサイン
オンサービス

Webシングルサインオンサ
ービスについては、P.018を
ご参照ください。


